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今週はここに注目！

アオスジアゲハ
幼虫は街路樹としてよく利用される
クスノキ科の植物を食草とするため、
街の中でもよく見ることが多いチョ
ウです。飛翔力が高く、高いところ
をよく飛び回ります。

全域で
みられます

水生植物園で
よく見られます

ツマグロヒョウモン
豹に似た模様の翅をもつチョウです。幼虫
の食草はスミレの仲間で、花壇に植えられ
たパンジーなどの園芸スミレも食べます。
そのため、住宅地などでも多く見られます。

オス メス

水生植物園で
よく見られます

比較的肥沃な湿地に生えるタデの
仲間で、白い小さな花をたくさん
つけます。地下で茎を横にのばし
て増えます。

シロバナサクラタデ

シロヨメナが
見ごろです！

イチモンジセセリ
体全体は茶色っぽく、後翅に白い
斑点がつながった一文字の模様を
持ちます。胴の長さに対して羽根
が小さく色も地味なため、ガと間
違われることがありますが、チョ
ウの仲間です。

葉や茎が薬草として使われ、薬効
がただちに現れるのでゲンノショ
ウコ（現の証拠）という名がつい
たとされています。花の色に地域
差があり、西日本は紅色、東日本
は白色が多いです。

ゲンノショウコ

全域で
見られます

秋に咲く白い野菊です。茎が直立
し、高さが1.5ｍほどになります。
黄色い筒状花の周りの舌状花は、
白色で数は少なく、まばらにつき
ます。

シラヤマギク

武蔵野植物園で
見られます

ウラナミシジミ
翅の裏側（閉じた時に見える側）
に白色と茶色の波模様があるシジ
ミチョウです。ひらひらと飛んで
いる姿は、翅の表側の青紫色が目
立ちます。南から北上をするチョ
ウで、自然教育園では10月に入
るとよく見られます。

翅の表

試験管ブラシのような花の穂に、
小さな花をびっしりつけます。つ
ぼみはほんのりピンク色で、花の
白色との対比が綺麗です。

イヌショウマ

路傍植物園で
見られます

武蔵野植物園で
見られます

ノガリヤス
山の林内や草地に生育します。
名前の由来は、染色に使われる
カリヤスに似ていて、野に生えて
いるという意味です。「さざんかの宿」「たきび」の歌で

も知られる山茶花（さざんか）は、
日本固有の植物です。秋の終わりか
ら初冬にかけての寒い時期に、枝の
先に5枚の花弁の花を咲かせます。

サザンカ

ノコンギク
日当たりのよい路傍
やあぜに生育する野
菊のひとつです。野
に咲く紺色の菊とい
う意味で「ノコンギ
ク」と命名されたよ
うですが、花の色は
白から薄紫色まで個
体差があり、地域差
もあります。
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秋の七草の一つで、穂を動物の尾
に見立てて「尾花（おばな）」と
も呼ばれます。茅葺き屋根の材料
や家畜の餌としても利用されてき
ました。

ススキ

水生植物園で
見られます
水生植物園で
見られます

センニンソウ（実）

果実につく毛を仙
人のヒゲに見立て
たことが名前の由
来。茎や葉から出
る汁液にさわると
かぶれることがあ
ります。

花（9月）

ゲンノショウコ（実）
昔から生薬として利用されており、
茎や葉を煎じて飲むと薬効がすぐ
に現れることから、「現の証拠
（げんのしょうこ）」という名前
が付けられました。
別名は「御輿草（みこしぐさ）」
で、種子を弾き出した後の実の形
が御輿の屋根に似ていることに由
来します。

ユウガギク
秋の野菊のひとつ。柚香菊（ユウ
ガギク）の名前は、葉を揉むと柚
子の香りがするためとも言われて
います。

シロヨメナ
秋の野菊の１種です。日
陰の林縁や林の中に生え
ます。

会えたら
ラッキー♪

全域で
見られます

武蔵野植物園や
路傍植物園で
見られます

サネカズラ（実）
鮮やかな赤い実がたくさん集まっ
てボール状になります。つやのあ
る色合いが食欲をそそりますが、
あまり甘みはないようで、食用に
はされません。野鳥にもあまり人
気がないようです。

ガマズミ（実）

山地や丘陵地の明る
い林や草原に生える
落葉低木です。春に
白い花を咲かせ、秋
には赤い実をつけま
す。赤く熟した果実
は、ジャムや果実酒
にもなります。

花（5月）


	タイトルなしのセクション
	スライド 1


